
30 年 10 月 1 日

30 年 10 月 1 日

１

部

２

３

４

５

施策の概要

古川　幸男

14-1

この施策の主
な内容（細施
策）

幹線道路や生活道路の整備を推進し、市民生活や地域経済、地域間交流を支える。

担当部課 課等

有利に働
くもの

国の現行補助金制度あるいは変更制度の多様化に合わせ、必要な事業財源を確保する。

岡谷市の
強み

事業に対する地域の協力が得られている。

岡谷市の
弱み

厳しい財政状況の下、投資的経費への予算配分を抑制せざるを得ない状況である。

道路の整備 コード

（1）基幹道路の整備 （2）生活道路の整備

指標説明

施策名

建設水道部 土木課

第４次総合計
画におけるこ
の施策の目的

③

　基幹道路の整備としては、県事業の田中線（湖畔若宮地区）、岡谷川岸線（成田町３期工区）が実施され、田中線は27
年度完了している。市事業では、東町線において第３工区の事業化に向けた地元協議を行った。また、国道２０号では下
諏訪岡谷ﾊﾞｲﾊﾟｽ3工区の塩嶺大橋を含めた区間が完成し、その他の区間もバイパス建設促進に向けた事業協力や県道下諏訪
辰野線整備促進のための事業を実施した。さらにｽﾏｰﾄICの整備に向けた地元との調整も実施した。
　生活道路の整備としては、市民生活に密着した道路整備を行うとともに、定期パトロールを実施して計画的若しくは予
防保全型の維持修繕を行ない安全を確保した。また、境界立会、占用工事の許可等適正な道路管理を行なった。
　施策全体としては、厳しい財政状況の中でもほぼ計画どおりの事業進捗が図られた。

58.06

指標説明

99.2%

地方財政事情が悪化しており、各自治体でも補助金獲得の動きが以前より激しくなっている。

225,154

30年度
目標値

58.76

27年度

第４次総合計画後期基本計画（平成26～30年度）における、道路拡幅により、幅員4ｍ以上に達した規格改良道路
延長の累計

実績値

58.71

225,416100.0%

②

●施策の評価（CHECK）

●施策の実施内容（DO）

実績値 達成率 目標値実績値

58.26

施策指標名

都市計画道路の改良率

29年度

30年度（予算）

＊項目6より「直接事業費」「人件費」の合計を自動表示

122,000

224,043
生活道路の新設拡幅道路供用
累積延長

ｍ

年度29

１次評価日（課長等）

２次評価日（部長等）

評価対象年度 平成

作成者

施策指標の達成状況

58.21

施 策 評 価 表

＊第4次総合計画における目標指標の達成状況（最終年度：30年度）

31年度28年度
単位

目標値

指標説明

-

①

施策の現状評価 ＊29年度に施策の目的がどこまで達成できたか、施策の進行状況に関する順調／不調の判断

573,300 881,035

224,605

624,037

今後の外部環境の変化 ＊30年度以降に予測される社会・経済などの環境変化のうち、この施策に具体的に影響する要因

不利に働
くもの

単位：千円

128,800

施策全体にかかる合計コストの推移

都市計画道路(市内30路線)の改良済み延長の率。指標が増加することにより整備状況が把握できる。目標値は計
画値。

225,105

％

28年度

696,286

495,237直接事業費

＊岡谷市の現状のうち、この施策にとって強み／弱みとなる要因

576,286 451,300 759,035

122,000

27年度 29年度

合計コスト

人件費 120,000

様式第６号
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６

61,859

28年度
妥
当
性

成果指標新
規
事
業 30年度

事務事業名 28年度

人件費

●改善の内容（ACTION）／次年度の計画（PLAN）

－

方
向
性

継続して
実施

－

No

実
施
義
務

Ｂ：
現状
維持

52,000

継続して
実施

Ａ：
拡大

－

Ｂ：
現状
維持

Ｂ：
現状
維持

27年度
28年度

直接事業費

30年度

27年度

29年度
30年度

29年度

6,400

27年度

87

Ａ：
拡大

－

－

9,600
9,600

5,600

6,400
進捗率 ％

－

継続して
実施

継続して
実施

6,400
6,400

－

1,200

37,337

－

Ａ：
拡大

－
Ｂ：
現状
維持

97
73

5,220

0
0

2,000

優
先
度

8

10

10,729
11,500

320,338
25,134

58,590－

－

9

7

6

1
あ
り

2

4

3

5

な
し

都市計画道路
東町線整備事
業

67.9

そ
の
他

－

進捗率
（直接事業
費）

54.50

29年度

地域幹線道路
整備促進事業 61.00

-

－
－

31.80

－

－

67.9

-

指標名 単位

スマートイン
ターチェンジ
整備事業

－

－

－

400

400

－

あ
り

あ
り

あ
り

3,200

28,000

28,000

52,000－

5,600

0

－

400

30,400道水路等維持
補修事業

97.7

-
103.0

91.3

－

継続して
実施

継続して
実施

継続して
実施

－ 7,168 52,000
52,000

5,474

245,816

－

51,151

74,700

28,000

28,000
198,164

287,162

道水路管理事
務

5,767
6,407

－

177,337
340,109

あ
り

－

0

％

22,400
－

＊方向性が「継続」の事業についてA～Cを、「新規事業」の事業についてAをランク付
け。方向性が廃止、完了、統合となっている場合は「-」を付する。

進捗率
（直接事業
費）

道路新設改良
事業

400

3,200

％

67.9

－

－

建
設

内
部

橋梁管理事業

26,400

内
部

＊優先して実施する分野＝優先度がA・Bの事業：拡大する事業や新規事業の内容、優先的に実施する理由
＊見直しを行う分野　　＝優先度がC・Dの事業：見直しの内容、見直しや廃止をする理由

196,570
155,069

26,400
－

直接事業費・人件費の単位：千円

内
部

建
設

 ●基本的な考え方

 ●31年度の優先度

優先し
て実施
する分
野

  地域幹線道路や都市計画道路の整備については、関係機関への要請や補助金等の財源の確保を進め、早
期に事業効果を発現できるよう継続実施する。
  道水路施設の老朽化が進み、維持補修事業の必要性、緊急性が高まっており、計画的、予防的な方策も
加えながら優先的に事業を実施する。生活道路に係わる道路新設改良事業は、補助金等の財源の確保を進
め、更に選択と集中を徹底し、整備効果が見える、効果的、効率的な事業実施を図る。また、道水路管理
事務は適正かつ効率的な事務執行を行なう。

維持補修については、舗装長寿命化修繕計画を策定し、来年度から公共施設等適正化推進事業
債を活用した舗装補修工事を予定。

平成31年度　施策を構成する事務事業の方向性

見直し
を行う
分野

様
　
　
式

建
設

内
部
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